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一

将
来
消
防
甥
を
設
澁
す
る
。

火
の
見
櫓
を
新
設
す
る
。

己
■
●
●
①
■
ｃ
ｃ
■
甲
旬
■
■
■
巳
●
■
畔

一
雨
生
施
股
一

往
鶴
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
次
の
辨

現
を
逐
次
実
施
す
る
。

１
、
県
立
中
央
病
院
の
分
院
（
総
合
病

、
院
）
を
誘
慨
し
医
籏
の
中
心
擬
閏
と

す
る
。

２
、
現
奔
只
市
村
の
診
療
は
従
来
通
り

存
瞳
す
る
。

現
認
瀬
村
の
区
域
内
に
将
来
、
観
在

休
止
中
の
診
療
所
を
再
恥
す
る
。

各
鯵
鍛
所
に
は
朧
手
術
察
を
殻
値
し

内
容
の
充
実
を
図
る
。

３
、
現
繩
の
隔
離
病
舎
は
そ
の
ま
ま
利

用
す
る
。

４
、
現
関
係
町
村
の
火
葬
蝿
は
次
の
通

り
・
堀
改
ま
た
は
移
転
新
築
す
る
と
と

も
に
亜
枢
車
を
設
瞳
す
る
。

現
金
木
町
火
鐸
勤
移
転
新
築

現
蕊
良
市
村
火
葬
鋤
移
転
新
築

５
、
旧
町
村
毎
に
鰐
竣
焼
却
蝿
を
各
一

カ
所
新
設
す
る
。

旧
金
木
町
の
下
水
を
砿
伽
す
る
。

》
厚
生
施
股
竿

描
祉
施
設
を
躍
愉
し
、
生
活
向
上
と
種

勵
力
の
畑
強
を
図
る
。

１
、
旧
金
木
町
、
翼
良
市
村
の
公
幽
住

施
設
を
誰
ず
る
。

４
、
芦
野
公
園
（
妾
の
河
原
地
区
を
合

旧
再
良
市
村
の
地
載
内
新
築
一

鯆
謬
縣
蕊
灘
一

む
）
の
施
股
を
拡
充
す
る
た
め
次
の

事
業
を
行
う
。

（
イ
）
械
林
、
植
栽
に
よ
り
突
化
を

図
る
。

（
ロ
）
児
童
遊
鬮
地
を
識
世
す
る
。

（
○
湯
の
川
温
泉
郷
趣
股
の
促
進

を
図
る
。

癩
淑
及
び
再
息
市
ス
キ
ー
場
を
払
充

擁
伽
す
る
。

》
土
木
施
股
》
・

１
、
区
蛾
の
逆
絡
を
次
の
如
く
躯
備
す

る
。

①
新
殻
及
び
改
修
路
線

イ
、
下
煙
蜜
、
飯
詰
川
路
線

（
下
艇
窩
Ｉ
飯
詰
川
）

ロ
、
癌
瀬
、
中
柏
木
陥
線
〃

（
嘉
瀬
ｌ
中
柏
木
）

ハ
、
小
栗
崎
、
新
町
路
腿

宅
は
そ
め
ま
ま
町
営
と
し
て
将
来
は

更
に
新
築
す
る
。

２
、
保
育
所
に
関
し
て
は
年
次
酎
画
に

よ
り
次
の
事
項
を
逐
泳
実
施
す
る
。

旧
金
木
町
保
育
所
瑚
築

旧
蕊
瀬
村
の
地
城
内
新
築

新町建設計画を実施するために必要な

事業及び財政『汁画
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（
小
栗
崎
ｌ
新
町
）

二
、
下
派
立
、
小
栗
崎
路
線

（
下
派
立
Ｉ
小
栗
崎
）

ホ
、
」
踵
鱈
七
軒
町
路
線

（
挺
窟
七
粁
町
）

へ
、
．
上
派
立
、
上
柏
木
路
線

（
上
派
立
－
上
柏
木
）

卜
、
上
派
立
、
下
派
立
路
線

－
１
灯
皿
瓢

，

ｎ
〃
今
〆
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和
産
弱

一
年
一
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木
溌
癖

一

合
龍
”

壷
１
カ
カ

叫
込
凱
牛
且
。
孔
＆
戯

町

地方交喰

使用料及び手
圃&1iXu

卯支出

極越
j他方

雑収

入

動
ン
車
プ
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喜良市
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渭
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喪
一
土
木
餐

蜀
1,500

'4';¥|836

14,206 9，27

；
5，87

16

4，97

83

62,52別

’4,6241

1621
7,9111 修

蛮
癖

改
川

部
健
詰

計
局
錘
計

川
袖
富

帥
・
的
０
４
組

５

木
基

金
町
下Ｉ

纒
蛮
識

（
下
派
立
Ｉ
柏
木
）
（
冷
水
ｌ
小
栗
崎
）

ヌ
、
中
柏
木
、
中
学
校
路
鍬
、
力
、
下
古
町
、
昭
和
町
路
線

（
中
柏
木
ｌ
中
学
校
）
、
（
下
古
川
ｌ
昭
和
町
）

ル
、
金
木
大
沢
内
路
線
【
以
下
次
号
】

（
上
派
立
ｌ
下
波
立
）
一

（
金
木
Ｉ
大
沢
内
）

チ
、
上
植
木
、
下
柏
木
路
線
ヲ
、
時
田
、
川
倉
路
線

（
上
柏
木
１
下
柏
木
）
』
｜
ワ
、
＃
、
小
駕
賂
線
（
蒋
田
↓
川
倉
）

リ
、
下
派
立
、
柏
木
路
線

金木第1期工事｜
嘉瀬5皿×700瓦‘

叩
珈
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(二）銀 出
喜良市260fFI
嘉淑75坪｜
金木350"

金木第一期工事

校新築

校塘築

増改築

擬塘築

学
学
校
学
酎

小
中
学
中

十
Ｊ
、

郵
淑
翻
木

岩
嘉
川
金

喜
嘉教

行
喪
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3，49

2，20

19，48

10,25

科目

1．噸会
2役蝿

3警察湾
4．士本
5．敵満

6．社会及労‘
7保険x術

8．産業錘

9．財産

10．統酎．鯛
11．趣拳

12．公侭
13.所友

14.胃地方振
15．球備
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築
蜜
喪

地
悪
所
建
設

菅
宅
施

保
住

丁

木
営
贋

金
公
街

施
設

労社
会
及

｜
I
i 3,粥’

零’
、

喪
衛
生
饗

鋤ぴ
保
鰹

－
、
Ｓ
ｊ

ｒ
Ｌ

I
』
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喜艮市
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